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利用・用途・応用分野

菌類の識別。菌糸体、菌根レベルでの特定系統の識別を可能とする菌類の識別
法。環境、緑化、土木分野

目的・課題 解決ポイント

胞子、菌糸、繁殖器官等の微細構造、
色など詳細な形態的特徴による分類
は、熟練を要し、種々の多数の胞子分
類観察した経験を有する研究者以外
の者には非常に難しいという問題が
あった。

アイソザイム分析と核酸分析との組み合
せにより、菌類の種内での異系統間の識
別精度を向上させることが可能。
比較する一の菌類と他の一の菌類とが同
種、異種であっても識別でき、同種でも系
統の違いまで識別できる。
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本菌類識別は、対象菌類は特に限定しない。アイソザイム分析及び核酸分析により、
より精度よく菌類の同一性を判定でき、土壌に接種した場合の菌類の挙動を定期的
に把握できる。

【実施例】
核酸分析等の解析により、緑化現場
の土壌より採取したVA菌根菌と接種
菌との同一性を確認できた。
特定系統のVA菌根菌を迅速に同定
できることが確められ、緑化現場で
の接種VA菌根菌の土壌中での挙動
を把握できることが判明した。

定期的に土着菌と接種菌を比較する
ことにより種々の菌が混在する場合
でも特定の菌をスクリーニングでき、
接種菌の土壌中での挙動を把握で
きる。
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